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令和元年度 

１級造園工事施工管理技術検定 

実地試験 解答試案 

 

【問題 1】 

施工体験記述(工程・品質管理)につき省略します。 

 

【問題 2】 

(1) 

(イ)S 値が 1.5～4.0(㎝/drop)であれば根系の発達に阻害はないが、図より深さ 25

㎝～50㎝にかけて S値が 1以下と小さいため根系の発達を阻害する。 

(ロ)エ(ピートモス) 

オ(炭酸カルシウム)・・・・※ pH が 4.0～4.7 の酸性であるため 

(2) 

(イ)作業目的：根が切られたことによって水分吸収が減退しているため、水分補給

と蒸散のバランスが崩れているため、枝葉の剪除を行う。 

作業方法：運搬中などに損傷した枝を切除し、からみ枝、立枝、徒長枝などの

不要枝を剪定する。次に全体を見ながら枝葉が均一になるように樹

冠を整えていく。 

(ロ)①樹木の「裏」「表」に注意して見栄えよく立て込みを行う。 

②化学繊維の縄・紐・厚手の根巻材などは取り除く。 

(ハ)①植付け直後や日射しの激しい時期には、頻繁に大量の水を灌水し、計画的に

灌水量を減らし樹木を順応させる。 

②夏期における灌水は、できる限り早朝または夕方に行い、日中は行わない。 

③夏期の日射しの激しい期間は、1回の灌水で水が根に達するまで十分に注ぎ、

土壌浅部の熱せられたところにのみ水がたまらないようにする。 

・・・・・・等 

※工期が 5月 1日から 9月 30 日のため高木の植栽工が夏場となるため。 

(3) 

(イ)杉丸太：所定の寸法を有し、割れ、腐食などのない平滑な直幹材の皮はぎの新

財とし、あらかじめ防腐処理をする。 

唐竹：2 年生以上で、指定の寸法を有し、曲り、腐食、病虫害、変色のない

良好な節止品とする。 
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(ロ)①控えとなる唐竹が幹と交差する部位の 2箇所以上で結束する。 

②唐竹が丸太と接する部分の結束部は、動揺しないよう鋸目を入れ、交わる部

分は鉄線掛けにする。 

(4) 

(イ)小刀やカッターを使い、幅 15 ㎝程度に形成層まで裏側まで、丁寧に除去し、

根を乾燥させないように良質な堆肥を埋め戻してマルチングにより根鉢を乾

燥から保護する。 

(ロ)根鉢に沿ってスコップ等で切られた根は断面が傷ついているので、腐敗防止の

ため鋭利な刃物で切り直す。 

(5) 

①石の張り方は、周辺部の角石、隅石、耳石を先に並べてから、その後に中の石を

貼る。 

②目地の形、石の配置には気をつけて仕上げる。石の結び付きの弱く見えるような

4ツ目地、八ツ巻き目地などは避ける。 

 

【問題 3】 

(1) 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

(ロ)1)Ａ→Ｄ→Ｈ→Ｊ→Ｋ→Ｍ 

(ハ)19 日 

(ニ)6 日 

(ホ)30 日 

(ヘ)Ｉ,Ｋ 

(ト)Ｄで 2日 

(2) 

・定休日、天候による作業不能日数 

・その他に基づく作業不能日数 
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(3) 

(イ)Ａ.バーチャート 

Ｂ.完成率 

Ｃ.累計出来高 

(ロ)工程速度と原価の関係で見ると、施工を速めて出来高を上げると単位当たりの

原価は安くなるが、突貫工事を行うと単位当たりの原価は高くなり、品質も低

下する。 

(ハ)①建設機械の故障 

②段取りの不適当による作業の中断 

③監督員の指示違い 

④材料供給の遅延 

⑤工事の手直し 

・・・・・・等 

 

【問題 4】 

(1) 

(イ)1)ウ 

2)測定方向により幅に長短のある場合は、最長と最短の平均値とする。 

一部の突出した枝は含まない。 

(ロ)1)「枝」：樹種の特性に応じた枝を保ち、徒長枝、枯損枝、枝折れなどの処理、

及び必要に応じ適切な剪定が行われていること。 

｢葉｣：正常な葉形、葉色、密度を保ち、しおれ(変色、変形)や軟弱葉がな

く、生き生きとしていること。 

｢根｣：根系の発達がよく、四方に均等に配分され、根蜂範囲に細根が多く、

乾燥していないこと。 

2)「匍匐茎」：生気ある状態で密生していること。 

「病中害」：病害(病班)がなく、害虫がいないこと。 

「雑草等」：石が混ざったり、雑草、異品種などが混入していたりしていな

いこと。 

3)花芽の着花が良好かもしくは花およびつぼみが植物種の特性に応じた正常

な形態や花色であること。 

(ハ)①幹巻き：直射日光による日焼けを防止するため、幹巻きを行う。 

②マルチング：根鉢の乾燥を防ぐためマルチングを行う。 

③寒冷紗がけ：葉を少なくして合成繊維などの薄いネット状の布で樹木を覆い、

陽を避けるようにする。 
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(2) 

①施工のやり方によって、工事目的物および工事そのものの品質を左右するため、

施工段階で管理基準に従って、個々の測定値が規格値内にあることを確認しなが

ら工事を進めるため。 

②工事完了後確認することが困難な箇所の規模、構造、施工方法が確認できるよう

工事写真等で記録し、監督員が施工状況を確認するため。 

 

【問題 5】 

(1) 

(イ)Ａ.暑さ指数 

Ｂ.通気性 

Ｃ.塩分 

(ロ)1)Ａ.ケ(技能講習を終了した者) 

Ｂ.エ(５) 

Ｃ.ケ(技能講習を終了した者) 

Ｄ.イ(１) 

Ｅ.ケ(技能講習を終了した者) 

2)①地切りの際の措置：地切りしたら約 10 ㎝高さで一旦停止し、吊り荷の安

定を確認する。 

②合図を行う際の措置：常に吊り荷を監視し、吊り荷の下に労働者が立ち入

ってないこと等、運搬経路の状況を確認しながら、

吊り荷を誘導する。 

(ハ)1)①地盤の強弱、埋設物破壊の危険性がある場合は、転倒を防止するため必要

な広さ及び強度を有する鉄板等を敷設する。 

②アウトリガーを最大限に張り出す。 

2)①バケットへの搭乗者は安全帯を正しく身につける。 

②バケットから身を乗り出して無理な体勢で作業をしない。 

3)①薬剤散布をする時は、事前に周辺住民、公園利用者に十分な周知を行う。 

②散布に当っては、通学時間帯を避けるなど、周辺住民に健康被害のない散

布時間を設定する。 

③散布時には、立て看板等により散布区域内に薬剤使用者以外が入らないよ

うに最大限の配慮を行う。 
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(2) 

(イ)現場の状況、作業概要、危険箇所、現場のルール等の教育を行うもので、本人

の実務経験、健康状態を確認し、適正配置の参考のためにも必要。 

(ロ)①作業所の安全衛生計画の内容 

②混在作業場所において行われる作業相互の関係 

③指揮命令系統 

④担当する作業内容と労働災害防止対策 

⑤安全衛生に関する規定 

・・・・・・等 


